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Ⅰ.緒⾔ 

令和５年度から⽂部科学省は、「⽣命の安
全教育」の取り組みを開始した。その背景に
は性犯罪や性暴⼒の増加がある。学校現場
には以前から「性に関する指導」が存在して
おり、教育現場を対象に多くの研究がされ
てきた。そこで私は、「性に関する指導」や
「⽣命の安全教育」を実践するための知識
を得る場が必要であり、その⼀つが教員養
成課程であると考えた。これらのことから
本研究では、性教育を実践することを踏ま
えた教員養成課程における性教育のあり⽅
について考察することを⽬的とする。 
Ⅱ.⽅法 
 I ⼤学教育学部に所属する１年⽣から４
年⽣の学⽣から、機縁法により 108 名を抽
出し、Google フォームを⽤いた無記名式
の調査を実施した。アンケートでは基礎項
⽬、性教育に対する意識について、⼤学に
おける性教育について、義務教育で教えた
い内容について、アンケートの感想の 5 項
⽬ 21 問を設定し、記⼊させた。データ集
計には Excel を使⽤し、クロス集計を⾏っ
た。性教育に対する関⼼、⾃信については
χ２検定を、満⾜度や教えたい内容の評価
には t 検定を⽤い有意性を検討した。 
Ⅲ.結果及び考察 
 ⼤学の授業で性教育を学んだ経験のある
学⽣はわずか７名で、この結果から、「学
ぶ機会が不⾜している」、「学んだことはあ
るが学んだと実感していない」という２つ
の課題が考えられる。そのため、⼤学にお

ける性教育では、「学びの機会の確保」と
「学びの質の確保」が必要となると推察で
きる。また、⼤学で性教育について学ぶ機
会が欲しいかという質問に対して「はい」
と答えた 89 名に対し、その理由と学びた
い内容を問うた。理由については、「⾃分
の知識を確かなものにすること」「教え⽅
がわかること」を求めている回答が多くみ
られた。内容について、最も回答が多かっ
たのは「教育現場における性教育の実践例
について」で、次いで「ジェンダーについ
て」、「性犯罪について」となった。また、
児童⽣徒に教えたい内容について問うたと
ころ、最も教えたいとされたのが「性に関
する正しい情報の選択について」、次いで
「避妊について」、「性感染症について」と
なった。 
Ⅳ.結論 
 本研究により、教員養成課程における性
教育では、「学びの機会と質の確保」が課題
として挙げられ、「⾃分の知識を確かなもの
にすること」、「教え⽅がわかること」が学⽣
から求められていると明らかになった。ま
た、⼤学の性教育で学ぶ内容として性教育
の実践例や性に関する正しい情報の選択な
どの６つが挙げられた。 
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